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「ありた！ふるさと食の日」とは、地元の生産者の方々をはじめ、多くの地域の方々の支援を得

ながら、たくさんの地場産物（佐賀県産・有田産）や旬（しゅん）の食材を使った給食です。 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

第 7回「ありた！ふるさと食の日」（１２月１９日）のメニュー紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンペ ：白石産 

 

戸
と

矢
や

かぶと冬
ふゆ

野菜
や さ い

のスープ 
「戸矢かぶ」とは、昔から有田町の戸矢地区で栽培さ

れているかぶの一種です。ハートの形をしており、土から出

ている部分の表面が赤むらさき色、土の中にうまっている

部分が白色をしているのが特徴です。有田の伝説「黒髪

山の大蛇伝説（だいじゃでんせつ）」の中で、弓の名手「源

（みなもと）為朝（ためとも）」が放った矢が大蛇に当たり、流

れ出た血が戸矢地区まで流れて、かぶの表面を赤く染め

たといわれています。実は生でも食べられるほど柔らかく、

甘みが強くて口触りがいいと評判です。 

れんこんクイズ 
Ｑ：れんこんの穴は 

いくつある？ 

Ａ：れんこんの穴は、真ん中に

１こ、まわりに９こ、合計

１０こが普通です。この穴

は、茎や葉とつながってい

て、空気の通り道になり、

根に外の空気を送り込んで

います。 

 

 

れんこんの 
はさみあげ 

 佐賀県は、全国でもトップクラ

スのれんこんの産地で、その 90％

は白石町で作られています。もち

もちしていて糸をひくところが特徴

です。 

 収穫は、秋から冬の時期。寒

い冬の時期に、水を張った水田

のどろの中でれんこんを傷つけな

いようにほり出す作業は、とても大

変です。 

ごはん 

ごはん 

戸矢かぶと冬野菜の 
スープ 

れんこんのはさみあげ 
ほうれんそうの佐賀のりあえ 

ほうれんそうの佐賀
さ が

のり和
あ

え 
スーパーに行けば、一年中手に入る「ほうれんそう」です

が、本来の旬は、秋から冬にかけてです。夏に収穫された

「ほうれんそう」と比べると、ビタミン C とカロテンの量は３倍

にもなります。今の時期おいしくて栄養たっぷりの「ほうれん

そう」を、生産量 17 年連続日本一を誇る佐賀のりで和え

ます。 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大みそかやお正月など、楽しいことがいっぱいの冬休み。 

元気レンジャーのアドバイスを守り、みんな元気に新年を迎えよう！ 

「冬至
と う じ

」は、1
１

年
ねん

で最
もっと

も昼
ひる

が短
みじか

くなる日
ひ

です。冬至
と う じ

の日
ひ

に、か

ぼちゃを食べたり、ゆず湯
ゆ

に入ったりすることで、冬の健康
けんこう

を願
ねが

う風習
ふうしゅう

が今
いま

も続
つづ

いています。 

ゆず湯
ゆ

には「ゆず（ゆうずう）がき

きますように」という願
ねが

いや、「冬至
と う じ

」

を「湯治
と う じ

（おふろに入って、病気
びょうき

をな

おすこと）」とかけた言葉
こ と ば

あそびもあり

ます。さわやかな香
か お

りのゆずには、リ

ラックス効果
こ う か

はもちろん、体
からだ

の血行
け っ こ う

を

よくするはたらきがあるともいわれま

す。 

かぼちゃは保存
ほ ぞ ん

がきき、保存中
ほぞんちゅう

も他
ほか

の

野菜
や さ い

とくらべ、栄養素
え い よ う そ

もあまり失
うしな

われ

ないため、昔
むかし

は冬
ふゆ

の貴重
きちょう

な栄養源
えいようげん

でし

た。かぼちゃには、体内
た い な い

でビタミン A

になるカロテンがたっぷり含
ふ く

まれてい

ます。ビタミン A は、 皮膚
ひ ふ

や、のど

の粘膜
ね ん ま く

の働
はたら

きを強
つ よ

め、体
からだ

を守
ま も

ってくれま

す。 

やす ちゅう はや お あさ

た ひ

とく

ふゆ や さ い えいよう



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1年生の子どもたちは、入学して半年が過ぎ、給食にもずいぶん慣れてきました。 

そこで、母親委員さんのご協力を得て、1 年生の保護者の方に給食の様子を参観・試食をし

ていただき給食への理解を深めてもらうことを目的として、給食試食懇談会を実施しまし

た。コロナ禍でもありましたので、試食場所を 3 会場に分け、それぞれのお子さんのクラス

の給食時間の様子を、リモート視聴しながら試食をしていただきました。 

試食会後の懇談会では、栄養教諭より、成長期における食事の大切さについての講話を

行いました。ご多忙の中、ご参加いただいた保護者の方、ありがとうございました。 

参加された保護者の方の感想の一部を紹介します。 

  

 

 
１年生の保護者を対象にした「給食試食懇談会」を行いました。 
                           11月 10日（木）  
 

有田中部小学校のホームページ

に、毎日の給食をのせています。 

ぜひ、ご覧ください！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「き・あか・みどり なんでもたべよう！」 
の食育の授業を行いました。  （３年生）  

  

食べ物は、みなさんの体の中で、いろいろな働きをしています。そのおもな働きによって、

大きく３つのグループに分けられます。じょうぶな体をつくるためには、この３つのグルー

プからかたよらないよう、バランスよく食べることが大切です。 

 

 

食べものの働きを赤・黄・緑の３色で示し、３

つの働きの食べ物をとりそろえて食べること

で、栄養が体に入りその働きがよくなることを

「列車」(栄養列車)に例えて、すききらいなくな

んでも食べることの大切を伝えました。みんな

食べ物に関心を強くもっていて、食べ物のはた

らきについてとてもよく理解してくれたようで

した。 

これから、給食を通して、自分の食事の望まし

い取り方を学んでいってほしいと思います。    

 

 

 

 

 

 

 



寒くなってきましたね。もうすぐ冬休み！年末から年始にかけては、日本の伝統的な食

文化に接するよい機会が多くあります。それぞれの行事食には、“いわれ”があり、昔の人

の知恵や素朴な願いがこめられています。ひとつひとつの料理の意味を知り、ゆったりと

味わいたいものですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


